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地球ひとつぶで生きる

地球ひとつぶで生きる

エコロジカルな
知恵

社会的
公正・正義

参加
民主主義　

非暴力・
平和

持続
可能性

多様性の
尊重

横浜カジノ住民投票を求めて、神奈川県本部も
市民の会に賛同して共同行動を展開

9/27大阪府河南町議選で佐々木きえさん３期目
当選。広域水道化に反対してがんばっています

11/1「大阪市廃止構想」否決! 木村真豊中市議
と大阪府本部メンバーも反対アクションに参加

坂
井
：
菅
首
相
が
2
0
5
0
年
に
温
室
効
果
ガ
ス
を
実

質
ゼ
ロ
に
す
る
旨
を
宣
言
し
ま
し
た
。
今
後
、
日
本
が
取

り
組
む
べ
き
削
減
行
程
に
つ
い
て
議
論
が
深
ま
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
本
日
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
イ
ギ
リ
ス

で
は
電
力
の
38
％
を
占
め
て
い
た
石
炭
火
力
を
い
か
に
し

て
8
年
で
ゼ
ロ
に
し
た
の
か
、
ゲ
ス
ト
の
お
二
人
か
ら
お

話
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

連
帯
の
力
で
石
炭
火
力
発
電
を
止
め
た

松
本
：
イ
ギ
リ
ス
で
石
炭
火
力
発
電
所
を
ゼ
ロ
に
で
き

た
理
由
に
つ
い
て
、
ズ
バ
リ
教
え
て
く
だ
さ
い
。

エ
セ
ッ
ク
ス
：
そ
れ
は
運
動
と
、
緑
の
党
の
努
力
に
よ
る

も
の
と
言
え
ま
す
。
ま
ず
、
新
規
の
火
力
発
電
所
を
造
ら

せ
な
い
こ
と
で
圧
力
を
か
け
ま
し
た
。
既
存
の
火
力
発
電

所
を
止
め
る
こ
と
は
よ
り
難
し
か
っ
た
の
で
、
色
々
な
と

こ
ろ
と
協
力
し
圧
力
を
与
え
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｅ
U
に
お

い
て
化
石
燃
料
が
高
く
つ
く
よ
う
に
制
度
を
作
っ
た
こ
と

も
重
要
で
し
た
。

ダ
ウ
デ
ィ
ン
グ
：
運
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
金
融
市
場
に

お
い
て
化
石
燃
料
へ
の
投
資
を
撤
退
さ
せ
る「
ダ
イ
ベ
ス
ト

メ
ン
ト
」
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
化
石
燃
料
中
心

の
経
済
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
中
心
の
経
済
に
移

行
す
れ
ば
、
平
等
で
生
活
の
質
も
高
い
世
界
に
移
行
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
訴
え
て
い
ま
す
。

松
本
：
日
本
で
は
、
木
材
を
外
国
か
ら
輸
入
し
て
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、「
木
材
を
燃
や
し
植
林

す
る
か
ら
C
O
2
は
増
え
な
い
」
と
い
う
論
理
で
進
め
ら

れ
る
と
い
う
問
題
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

エ
セ
ッ
ク
ス
：
イ
ギ
リ
ス
も
同
じ
で
す
。
税
金
を
使
っ
て
ア

メ
リ
カ
か
ら
木
材
を
輸
入
し
て
い
ま
す
が
、
木
材
を
切
っ

た
り
輸
送
し
た
り
す
る
こ
と
に
か
か
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
計

算
に
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
植
林
し
た
木
が
C
O
2

を
吸
収
す
る
ま
で
育
つ
に
は
20
～
40
年
か
か
る
の
で
す
。

木
材
を
燃
や
す
け
ど
植
林
す
る
か
ら
問
題
な
い
、
と
い
う

考
え
方
は
科
学
的
に
も
不
合
理
で
す
。

永
遠
の
経
済
成
長
に
こ
だ
わ
ら
な
い

松
本
：
気
候
正
義
に
つ
い
て
、
ご
意
見
を
お
願
い
し
ま
す
。

ダ
ウ
デ
ィ
ン
グ
：
欧
州
議
会
議
員
だ
っ
た
頃
に
ま
と
め
た

レ
ポ
ー
ト
か
ら
５
点
挙
げ
ま
す
。

1	

各
国
は
、
気
候
危
機
を
認
識
し
、
C
O
2
排
出
量
に

責
任
を
持
つ
べ
き
こ
と

2	

グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
を
進
め
る
に
あ
た
り
、よ
り

質
の
高
い
雇
用
を
生
み
出
し
て
経
済
を
再
活
性
化
す

る
、
あ
る
い
は
富
を
再
分
配
す
る
こ
と

3
公
的
な
資
金
は
公
共
の
利
益
の
た
め
に
使
わ
れ
、
単
に

民
間
企
業
を
救
済
す
る
た
め
に
使
わ
れ
る
べ
き
で
は

な
い
こ
と

4
民
主
主
義
を
地
元
化
し
て
い
く
こ
と
。
人
々
が
地
元

経
済
を
よ
り
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

く
こ
と

5	

最
後
は
、
他
党
に
は
な
い
緑
の
党
の
特
徴
で
す
が
、
私

た
ち
は
終
わ
り
な
き
経
済
成
長
に
こ
だ
わ
っ
て
は
い

け
な
い
。
人
生
に
と
っ
て
大
事
な
も
の
、例
え
ば
安
全

保
障
、
平
等
、
健
康
、
福
祉
、
こ
れ
ら
が
経
済
の
成

功
を
図
る
尺
度
で
あ
る
と
い
う
こ
と

松
本
：
食
・
農
業
、
特
に
肉
食
と
C
O
2
の
関
係
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

エ
セ
ッ
ク
ス
：
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
森
林
を
放
牧
地
に
変
え

る
こ
と
で
森
林
破
壊
が
起
き
て
い
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
で

は
、
食
事
を
す
る
際
に
も
グ
ロ
ー
バ
ル
な
責
任
を
考
え

る
べ
き
だ
と
運
動
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
地
元
で
生
産
さ

れ
た
食
べ
物
を
食
べ
て
、
工
場
で
生
産
さ
れ
る
食
べ
物
は

食
べ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
肉
だ

け
で
な
く
、
飼
料
も
輸
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
目
を

向
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

緑
の
党
は
地
球
市
民
の
代
表

小
野
：
緑
の
党
の
よ
う
に
大
切
な
使
命
を
持
っ
た
党
が

政
治
の
中
で
主
流
に
な
っ
て
い
く
た
め
に
、
国
民
、
特
に

若
者
の
票
を
集
め
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
工
夫
が
必

要
で
す
か
？

ダ
ウ
デ
ィ
ン
グ
：
こ
の
2
、
3
年
を
振
り
返
っ
て
み
る

と
、世
界
中
で
大
き
く
声
が
上
が
る
よ
う
に
な
り
、緑
の

党
の
声
も
大
き
く
な
る
こ
と
に
も
繋
が
り
ま
し
た
。
緑

の
党
は
一
般
の
人
た
ち
の
要
求
を
誠
実
に
政
治
に
繋
げ

る
立
場
に
あ
り
ま
す
。
私
自
身
、
市
議
会
議
員
と
し
て

シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
の
採
掘
に
反
対
す
る
直
接
行
動
に
招
待

さ
れ
光
栄
で
し
た
。
実
際
に
直
接
行
動
に
関
わ
り
逮
捕

さ
れ
裁
判
に
な
っ
た
経
験
も
あ
り
ま
す
。
政
治
家
や
議

員
や
直
接
行
動
に
関
わ
る
人
々
と
繋
が
り
、
協
力
す
る

こ
と
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

エ
セ
ッ
ク
ス
：
緑
の
党
と
は
、
国
境
の
な
い
政
党
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
通
常
、
政
党
と
い
う
の
は
自

分
た
ち
に
投
票
し
て
く
れ
る
人
の
代
弁
者
と
な
る
の
で

す
が
、
私
た
ち
は
本
当
に
全
員
の
代
表
に
な
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
よ
う
に
日
本
の

み
な
さ
ん
と
繋
が
る
よ
う
な
機
会
を
設
け
て
い
た
だ
き
、

大
変
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て 

気
候
危
機
を
食
い
止
め
る
」
と

い
う
同
じ
目
標
を
持
つ
緑
の
党
の
仲
間
と
直
接
話
す
こ

と
が
で
き
て
、
と
て
も
勇
気
付
け
ら
れ
ま
し
た
。（
松
本
）

イギリス緑の党インタビュー

　

9
月
25
日
の
「
世
界
気
候
ア
ク
シ
ョ
ン
」

に
合
わ
せ
て
、
全
国
の
6
電
力
会
社
に
対

し
て
「
2
0
3
0
年
ま
で
に
石
炭
火
力
発

電
の
廃
止
」
を
求
め
て
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
や

申
し
入
れ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

愛
媛
県
で
は
、
緑
の
党
と
し
て
の
一
斉

行
動
の
日
、
株
主
総
会
で
の
応
援
な
ど

で
来
た
こ
と
の
あ
る
、
い
つ
も
は
脱
原
発

を
訴
え
て
も
な
し
の
ツ
ブ
テ
の
四
国
電
力

の
本
店
に
訴
え
に
出
か
け
て
き
ま
し
た
。

2
0
3
0
年
石
炭
火
力
廃
止
な
ど
と
い
う

空
想
的
と
笑
わ
れ
そ
う
な
主
張
を
果
た
し

て
受
け
と
っ
て
も
ら
え
る
の
か
疑
い
な
が
ら
。

　

で
す
が
僅
か
４
名
で
の
申
し
入
れ
に
対

し
て
N
H
K
高
松
放
送
局
と
も
う
一
社
か

ら
取
材
さ
れ
、
時
季
を
逃
さ
な
い
こ
と
の

大
事
さ
を
確
認
し
ま
し
た
。  

小
倉
正
（
愛

媛
県
松
山
市
、
緑
の
党
気
候
危
機
チ
ー
ム
）

会　場：未定

石炭火力ゼロを実現した
　イギリスに続こう！

ジーナ・ダウディングさん 
イギリス緑の党 化石燃料関係
スポークスパーソン　 ランカ
シャー州議 　元 EU 議会議員 

ジョナサン・エセックスジョナサン・エセックスさんさん
イギリス緑の党　サリー州議
シンクタンク「グリーンハウス」

司会:坂井勇斗
ヤンググリーンズ

松本なみほ
緑の党共同代表

小野りりあんさん
モデル、環境活動家

ストップ !  石炭火力発電 9.25 アクション 脱化石燃料！　脱原発！
　気候は非常事態・原発事故は未収束
未来のためのエネルギー計画を

神奈川

大分

シンポジウム

満田夏花さん

FoEJapan

※オンラインと会場を併用して行います

2/13
2021

㊏
18時〜 20時

桃井貴子さん

気候ネットワーク

ストップ気候危機 !  オンラインセミナー 第2 期 2 回（11月8日）より



農薬や化学肥料が、
土壌と生きものを損なう
子どもたちが様々な理由でコンビニ

弁当、スナック菓子、菓子パン、ジュー
スに偏った食事を続けると、結果とし
て食品添加物や残留農薬を摂取しま
す。また、必要なミネラル・ビタミン
を十分摂れず、アトピー・アレルギー・
発達障害・自閉症などを引き起こすこ
とが危惧されます。

日本は農薬大国です。農薬は害虫
だけでなく、植物の受粉を助けるミツ
バチや、鳥のエサとなる昆虫を殺し、
人の神経系を狂わせる懸念がありま
す。また化学肥料に頼ると、植物と
土中の微生物の共生関係が衰えます。
植物は病虫害に弱くなり、土壌は流出
しやすくなります。

 

地球に生物多様性を戻そう！
これらに立ち向かうためにも、有機

農業の拡大を支えることが必要です。
現在、日本の有機農地は、全作付面
積の0.5%（有機JAS 取得農地は0.2%）
しかありません。有機農家は自然と土
壌の守り人です。手厚い公的助成に
よって、有機農法を指導・普及し、安
定的な収入を保証することで、有機農
家を育てるべきです。
有機農業は、今、世界中で推進さ

れています。EU は、欧州グリーンディー
ルの中で「Farm to Fork（農家から
食卓へ）」戦略を決定しました。2030 
年までに有機農業を25％に、農薬を
50％削減、工場的畜産の縮小などを
目指しています。このような大胆な環
境対策が、地球に生物多様性を戻し、
ひいては気候危機対策となります。ま
た、コロナ禍により、農業や地産地消
の重要性も注目されています。

オーガニック給食がその第一歩
オーガニック給食の拡大は、こうし

た農業や食のあり方を転換し、地域
にオーガニック食品のマーケットを産
み、地産地消の循環経済への一歩に
なります。愛媛県今治市では、給食パ
ン用に有機小麦のマーケットが生まれ、
「豆腐の日」が有機豆腐の注文を増
やすことになりました。
また、平日の３食のうち１食オーガ

ニック給食を食べることで、子どもた
ちが自分の健康だけでなく、食の大切
さや地域の自然環境を考えるという食
育も期待できます。これは大人たちに
も影響し、地域を変えることにも繋が
ります。

日本でも、農家・消費者・行政・
地域社会が、子どもと地球を守る重
要な手段のひとつとして、オーガニッ
ク給食をめざすことが求められます。

GO! ヤンググリーンズ！
　ヤンググリーンズジャパン(YGJ)は10月24日に斉藤
幸平さんの「人新世の資本論」を題材に読書会を行い
ました。また11月15日には渋谷にてデポジット制に関
する街頭アンケートを行いました。YGJは緑の社会ビ
ジョン実現へ向けて交流会や読書会をはじめ毎月イベ
ントを行なっておりま
す。会員募集中です。
いつまでも美しい地
球を保つべく共に行
動していきましょう！! 
（坂井勇斗）

緑の党は世界の100以上の国や地域で活動し、グロー
バル・グリーンズというネットワークをつくっています。
 
8/17ーグローバル・グリーンズ声明発表。ベラル ー
シ、レバノン、香港、アフリカ、アマゾンの 自然破壊
など、民主主義と普遍的人権を擁護す るすべての
人々と連帯するメッセージ

9/24ールワンダ　緑の党のアレ
クシス・ムギシャ氏が上院議員に

9/27ーフランス　上院選挙（半数改選）で緑の党
が新たに6人当選

9/28ードイツ最大
州ノルトライン＝
ヴェストファーレ
ン州で、16人の緑
の党および連携市
長が誕生。その半
数8人は女性

9/30ーベルギー　２つの緑の党
から５人の大臣を出し７政党が
連立政権を組んだ。副首相として
入閣したペトラ・デ・サッターは
ヨーロッパ初のトランスジェンダー大臣

10/6ー北マケドニア　緑の党が連立政権に参加。
緑の党の政権参加はEUで７番目

10/17ーニュージーランド　総選挙で緑の党は２
議席増。女性７人・マオリ３人・LGBTQ４人の多
様性に富んだ10議席を獲得。２人の大臣を出して
アーダーン労働党政権に閣外協力

カンパにご協力お願いします

〒165-0026
東京都中野区新井2-7-10サンファスト301
TEL 03-5364-9010　FAX 03-3389-0636

E-Mail greens@greens.gr.jp

城南信用金庫　高円寺支店（店番号036）　普通預金
口座番号:340392　名称:緑の党グリーンズジャパン

郵便口座　ゆうちょ銀行　
口座番号:00100-9-262967　名称:緑の党
　他金融機関からのお振り込みの場合　当座預金
　店名:〇一九（ゼロイチキュウ）　口座番号:262967

発行 : 緑の党 グリーンズジャパン　デザイン : TR. デザインルーム　印刷 : 株式会社メイク　この印刷物は鉱物油成分の一部を大豆油等におきかえた植物油インキで印刷され、環境に配慮した資材と工場で製造されています。

会員・サポーター募集しています

運営委員会より　9 〜 11 月に発表した主な声明・談話　
10/21「大阪市廃止・特別区設置」に大阪市民の未来を託すことはできない -「反対」を強く呼びかけます ! 
10/23 日本学術会議問題―菅政権による憲法と学問の軽視、強権政治に抗議します
10/27 核兵器禁止条約が来年 1月発効へ －核兵器が「違法」となる新たな時代の始まり
11/2　「敵基地攻撃能力」保有を止めるために行動を ! 必要なのは「人間の安全保障」を優先する "ピースリカバリー "
11/11 アメリカ大統領選を受けて ～アメリカの大転換を見越し、日本の気候変動対策の加速を～

世界のみどり

自治体選挙
9/27 大阪府河南町議選 佐々木きえ 現 サ 推薦 当選

10/18 大阪府能勢町議補選 なんばきみこ 新 サ 推薦 残念

11/15 新潟県柏崎市長選 近藤正道 新 非 推薦 残念

2021.1/31 福岡県北九州市議選 村上さとこ 現 サ 推薦

新：新人　現：現職  ／ サ：サポーター　非：非会員 

オーガニック給食で子どもと地球を守る！

京田辺市議
吉高裕佳子

静岡市議

松谷 清

京都 静岡

ニュースレター購読料 1,000円/年

安心安全な給食をめざす！  緑の自治体議員　

私も関わっている「きょうと山城オーガニック～こどもとご
はん～」は、2019年に学校給食をオーガニックにしたい！と
子育て中のお母さんが中心となって結成された有機農業者、
消費者、物流会社等のネットワークです。仲間を増やすため
有機農家さんとcafeでお茶会やお野菜便等の取り組みをして
おり、現在は地域や行政の方との連携を模索中です。

1987年の最初の当選以来、市民グループと連携したセン
ター方式から自校式への転換運動を8年間に渡って展開しま
した。2005年、清水市との合併・政令市以降は清水区の自
校式給食をセンター方式に転換することへの疑問を訴え、現
在はPFIセンター方式に移行した学校給食を食の原点に立っ
て改めて検証を行っています。

尾形慶子（共同代表、国際部長）

ポストコロナの新しい経済・社会を提案します。

YGJ

●声明及び談話の内容については、ホームページをご覧ください。

街頭アンケート

CO2換算排出量 規準年（1990）比
（%）
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1.5℃目標

48億㌧
2℃目標

166億㌧

日本政府「2030年18%削減」
2020年：約11億㌧（推計）

日本政府「2050年実質ゼロ」を
実現したとしても「1.5℃」「2℃」
炭素予算をオーバー

緑の党「2030年65%以上削減
　　　・2050実質ゼロ」

を知らずに気候危機は語れない

日本の「炭素予算」から見た削減計画

グリーンリカバリー＋
プラス

の重要な柱
　緑の党は、「グリーンリカバリー」
（NL35号で紹介）に加えて ❶地球
規模の社会的公正 ❷経済成長至上
主義からの転換  ❸「炭素予算」に
基づく計画 を柱とした「グリーンリ
カバリー＋（プラス）」を提言してい
ます。気候は非常事態。その危機
の認識と必要な対策を立てるには、
「炭素予算」に基づく考え方が必
要不可欠だと私たちは考えます。

「炭素予算」に基づく計画を
　このうち❸で示す「炭素予算」は、
温室効果ガス削減目標実現のため
の排出許容量を意味します。
今後の世界の炭素予算を日本の人
口で換算すると、右グラフのように、

1.5℃目標で48憶トン（緑色部分）、 
2℃目標なら166億トン（緑＋黄色
部分）となります。
　現在の日本の年間排出量から考
えると、1.5℃目標実現のためには
2030年以前の排出ゼロが必要です。
首相は「2050年ゼロ」を打ち出し

ましたが、政府の現行計画（赤矢
印）のままでは2℃目標さえ大きく
超えてしまいます。緑の党の2030
年までの削減計画 ( 緑点線 )でも、 
1.5℃目標には不十分です。「炭素予
算」の視点で考えると、気候危機の
切迫性がよくわかります。

炭素予算


